
大阪方言の 1拍語を先行語とする

複合アクセントの年齢による変化

1.はじめに

杉藤美代子

中納千佳子

近畿アクセントは、他方言のアクセントと大きく異なる特徴をもっている。その1

は、高起と低起の型に大別される点であり、その2は、 1母音中Iζ音調変化を持つ単

語がある点である。とくに 1拍語には、高起の高平型(0)と下降型(⑥)、及び、低起

の上昇型(⑩)等3種の型があり、母音の持続時間が長い等顕著な特徴が見られる。

1拍語の単語について大阪方言の音響的分析資料を作成して調べると、単語を読ん3

7ご場合も、絵を見て話した場合も高起、低起の別は守られる乙とがわかる 1】。 とのよ

うな、高起、低起の発話の別は発話に先立つ生理的な機制によるものであり、このと

とは、発話時の喉頭筋電図により実証したところである叩〉。

また持続時聞については、漢語の持続時間は短いが、和語及び日常語では長く 、同

ーのアクセント型の単語においては2連母音又は長母音を持つ2拍語と持続時間にお

いて有意差のないことが明らかになった心。

このような音響的、生理的特徴を持つ 1拍語を先行単語として、これに、 1拍語そ

の他の単語を接続した複合語のアクセントをも検討する必要があると恩われた。つま

り、複合語の場合には、一般に先行する 1拍語の持続時間は長くならず、乙の場合に

も単語の高起低起の別が保持できるか否かをも調べるためである。 ζれについては年

齢層による変化をも検討する必要がある。

近畿方言の複合語アクセントについては次のようにのべられている円、

1、先行単語が高起式ならば複合語も高起、低起式ならば複合語も低く始まる。

2、複合語のどの拍から低くなるかは後続単語のアクセントによる。

それらはいずれも 2拍語、またはそれ以上の単語からなる複合語についてのべられ

ており、1拍語の場合は上記の規則が当てはまらないとされ、乙れを先行語とする複

合語を扱った論文は見当たらない。

そこで、 1拍語を先行単語とする複合語について、その前後の単語のアクセント型

と複合語アクセントとの関係を生粋の大阪方言話者、高年齢層と若年齢層の発話を対

象として検討し、若年齢層のアクセント変化の傾向を調べた。

なお、近畿方言の 1拍語は、さきにのべたように複合語中にあっては短く発話され

るが、助詞を伴って r~の~J となる結合語においては、 1 拍が長く発話される傾向

があり、ここでは、音響的実験資料をも提示して、 ζの問題をも併せてのべるととに

したい。
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2.研究の方法

ζζで扱う主な l拍語名詞は37単語であり、アクセント型の類別に従ってそれらの

単語を示せば次のとおりである。
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これらを先行単語に持つ複合語を、名詞、動調、形容詞の3品詞につき、アクセン

ト辞典8別より抜き出し、それら 897個の複合語と、上記の 1拍語名詞、及び、後続

単語1----4拍の名詞と、動詞は終止形、連用形を、形容詞は終止形をそれぞれ録音の

対象とした。

発話者は下記の6名である。

高年 (50歳以上): 1. ST (1927年生) 2. AM  (1924年生)3. FI (1916年生)

若年 (20歳代) : 4. TM  (1961年生) 5. AU (1961年生) 6. TT (1961年生)

乙れらを聴取してアクセント型により分類し、先行及び後続単語のアクセント型と

複合語のアクセントとの関連を調べた。

また、助詞「の」を含む複合語については、スペクトログラフにより音調及ぴ持続

時間について検討した。

3.纏合語名詞のアクセント

3-1.後続単語が1拍の場合

表1は、 3H!類の型を持つ 1拍語に後続

単語が和語名詞 1拍語の、 2拍語名詞につ

いて先行単語・後続単語のアクセント型

の組合せ別に、左tζ高年3名 (ST、AM、

FI)、右に若年3名 (TM、AU、TT)のア

クセントをそれぞれ示したものである。

・印OE日は高起、低起の別、及び、アク

セント型を表わしている。つまり、.は.

・(/高高/型)、.， は・0(/高低/型)、
、、

Oは0・(/低高/型)、Oは2拍日に下降

音調を持つ0・)(/低下降/型)である。
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後続単語が和語名詞1拍諮の場合

の高年齢層と若年齢層の比較
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先行単語が高平型であり、後続単語も高平型の場合、語例が「蚊帳」と「黄身」の

みで単語数は少ないがいずれも/高高/型となる。その他、先行単語が下降型及び、

低起で始まる上昇型の場合においては/高低/型となり、とくに若年齢層においては

その傾向が顕著である。しかし、高年齢厨では低起の単語が先行する「茶目」あるい

は「尾羽」等には/低高/型が見られる。

表21C.は、表1の結果を高年、若年それ

ぞれ各型別にまとめて数値で示したもので

ある。縦軸の左側の.、 ()、⑩は先行単語

を、その右側には笑際に発話された複合語

のアクセント型を示し、上部には後続単語

のアクセント型を示してそれらと複合語ア

クセントとの関係を見易くした。

先行単語、後続単語が複合語のアクセン

トに与える影響は明確ではないが、先行単

語がそれぞれ音調変化を伴わない/高平/

型の場合は、複合語も高起の/高高/型、
表3

1母音中に音調変化を伴う/下降/型の場

合は、/高低/型、低起の/上昇/型にお

いても高起の/高低/型が多い。

表3には、後続単語が漢字音読みの場合
を表1と同様にして示した。 表4は、その

結果を各型別に数値で示したものである。

この場合は先行単語、後続単語に関係な

くほとんどが/高低/型となっている。し

かし、先行単語が低起の「茶話」は高年齢

周においては/低高/型となり低く始まっ

ている。例外となるのは先行単語が/高平

/型の「図画」である。高年齢層において

は下降音調を持つズ主 (0・))であり、若 表4 後続単語が漢字音1拍語の場
合一実数

年齢層ではズガ (0・)となる。乙れは小 一

学生から用いる日常語である ζとと関係が

あろうか。なお乙の場合のズガは助詞がつ

いた場合にはズガガとなり 5類であるが、

若年が/低高/型の「医者」は助詞が付く

とイシャ ガとなり 4類のイ シャ (0・)で

ある。

ζれらを例外とすれば表41L.見られるよ

うに多くは/高低/型であり、先行単語 ・

後続単語ともに1拍語の場合には、それら
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表2 後続単語が和語名詞1拍語の場合
の高年齢層と若年齢層のアクセン
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のアクセントが複合語のアクセントに及ぼす影響は少ない。

3-2.後続単語が2拍の場合

表5は、後続単語が和語名詞2拍語の、3拍語名詞のアクセン ト型を、先行単語 ・

後続単語のアクセント型の組合せ別にそれぞれの話者について示したものである。

表5-1は1拍語名認が高起の/高平/型及び、/下降/型が先行する単語に、2

拍語の 1類""'_5類までが後続するものをそれぞれの類別に従って示した。

表5ー2は低起の/上昇/型が先行する単語について上記と同様にして示したもの

である。ただし、6名の話者の複合語アクセントの組合わせが全く同ーの単語が2単

語以上ある場合については表中では*印を

付して省略し、下部にも キ印を付して語例 表5-1後続単語が和語名詞2拍の場合
をあげた。また、後続単語が0・ (/低高 (知ラ単語が高起)

/)型である複合語単語につき 2類・ 3類

の分類も試みたが、その別による違いを観

察するには単語数が少なすぎるため、乙乙

では統ーして/低高/型と して処理した。

表5-1の、先行単語が/高平/型の場

合は後続単語のアクセント型に関係な

く 「気僚J (キママ)、 (コイヌ)、 「戸

板J(トイタ)、「気前J(キマエ)のように

全体が/高高高/型になりやすい。次い

で、「戸口J(トグチ)r背丈J(セタケ)の
ような/高低低/型が見られる。

先行単語が/下降/型の場合も、後続単

語のアクセント型に関係なく 、「日柄J(ヒ

ガラ)、 「毛脚J(ケアシ)、 「毛皮J(ケガ

ワ)、「名前J)ナマエ)のように/市高高/

塑になりやすく 、「葉月J(ハヅキ)r日傘」
(ヒガサ)のように/高低低/型も多い。

しかし、高年・若年共に「葉虫Jr歯糞J
「歯茎」は、それぞれ先行単語が高起であ

るにもかかわらず、低起の/低高低/型で

発話されている。

表5-2の、先行単語が/上昇/型の場

合は単語数も多く、「茶粥J(チャガユ)、t

「木型J(キガタ)、「手駒J(テゴマ1のよう

な/低低高/型が一番多い。次いで「手品」

(テジナ)r目尻J(メ ジリ)r目玉J(メ ダ
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表5-2 後続単語が和語名詞2拍語の場合(先行単語が低起)

先行胞と 卜占者 高算 事乞 雰(1， 0， 0， ・0 ・塁手要 O~ 0， 0 ・0， 0 
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マ)のような/低高低/型も見ら

れる。ただし、先行単語が低起式

であるにもかかわらず、複合語が

/高高高/型の例も少なくない。

これらの単語は、「目下J(メシタ)

「白上J(メウエ)1手前 1(自分の

自の前の事)J(テマエ)1手前II(自

分のことをへりくだっていう語の

事)J(テマエ)等であ り、先行単

語である 1拍語名詞本来の意味が

なくなった語は/高高高/型にな

りやすいとも 考えられる。また

「火皿J1火箸J1絵筆J1目方」

表6 後続単語が和語名詞2拍語の場合
一実数

先行 後続 •• .0 0・。@ -lL..a 哩E
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00・4日 '8 62 69 20 18 11 12 133 141 
合計 183 183 228228 1021日2 51 51 56.56' 
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「尾花」等は、高年・若年にかかわらず、高起の/高低低/型になっているが、どのよ

うな先行単語、後続単語ゆえに乙のような変化をおζすか、その理由は明らかでない。

表6は、上記の結果を高年 ・若年それぞれ各型別にまとめて数値で示したものであ

る。各後続単語別に観察しでも、後続単語が複合語のアクセント型に与える影響はほ

とんど見られなし、。先行単語が高起の場

表7-1後続単語が漢字音2拍語の場合 合は複合語も高起の/高高高/型となり 、

先行毘と
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O，~O・0 ， 0司00・ /低低高/型、あるいは、/低高低/型

品 ;;; '1' 若年

ST  AM  M AU  

Ef匡田田Z品首よ島豊
• • • • 0 ・
。 . . 000  
.. ‘ .. .. 。。。

0 ・ -・ 0
• 0 ・ 000  

f草2RE分fR織食生率S時2 1 
• • • • 0 0 

.， ." ." ." ." ." •• •• • 0 ・
由E H • • • 0 0 • •• • 。。。軍胞絶両叫
0 ・ ・ o 0 0 

E圧本7 。 o 。 o 0 0 
11!萄 • •• • • •• • 
置EE田fEtF武i配E 唖! E 

0， 0， 0， •• 0 ・z
o O. 0 • 0 ・o 0 0 • 0車 。
o O. 0 .00  . .主.主

-0 ・0 ・o'• • • 
E匿E且事廃 .， ." . 

o 0 ・

." ." .1 .‘ o 0 t図Z形iI; • 0 ・ • • • . . 。 . 00  

g'EE孔筒 0 ・. ・ • • • 0 ・ ・a • 0 ・

車園匡{ 用体 o 0 ・ ・ o 0 0 ・ o I 0 0 0 
療 o 0 1.， .， 0 
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〈柑火由 2事院茶a.~事盆.手酌l 手燭!手植手情)

手帳柑 o 0 0 000  
火手鉢帽判
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木茶木軍鈴貰
000  0 ・ o
。 o 。 . 00  
0， 0 O. 。 • • 0 

絵茶像巾
o . 。 000  
o 0 ・z 。。。

茶木仏園 o 0 ・a .，弘白白
0， .主.. . 00  

手茶睦手憧散本桂

0 ・ • o 0 ・• 0， . • 0 ・
• • 0 .ふ 000  
0 ・.. .， ." .1 

茶置 • • • . . 。
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が多く 、先行単語の高起 ・低起が複合語

の高起 ・低起に影響を与えることがその

特徴という事ができる。

表7-1には、後続単語が漢字2拍1
文字の3拍語名詞のアクセント型を、先

行単語 ・後続単語のアクセント型の組合

せ別にそれぞれの話者について示した。

表7-21とは、単語数は少ないが、表

7ー 1と問様に後続単語が漢字2拍2文

字の場合を示した。

表8には、表7-1、2の結果を各型

別に数値で示し、先行単語 ・後続単語の

P アクセント型と複合語のアクセントとの

関係、及び、高年 ・若年の違いを見やす

くした。

まず、表7-1の(1)(2)つまり先行

単語が/高平/型の場合について見ると、

高年・若年共に「気品J(キヒン)r気候」
(キコウ)のような/高高高/型が最も

多いが、その他の型については、高年と

若年では違いが見られた。高年は次いで

「気分J(ギプン)r医長J(イチョウ)等

表7-2後続単語が漢字音2拍語の場合
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/高低低/型が多い。若年においても同様だが、他に、先行単語が高起であるにもか

かわらず「気絶J(キゼツ)のような低起の/低低高/型が多いのが目立つ。

(3)(4)の、先行単語が/下降/型の場合は、とくに若年において先行単語が高起

であるにもかかわらず低起の/低低高/型が多い。しかしとれらの単語を見ると、

「胃癌Jr胃散Jr胃酸Jr胃病Jr胃痛Jr胃弱」のように、「胃」を先行単語とする複
合語が多く 、 これらを除くと、高年では先行単語の影響により、「葉蘭Jr名題」
「値段」等、/高高高/型あるいは/高低低/型の高起単語が若年よりやや多く見ら

れる。

(5)(6)の、先行単語が低起/上昇/型の場合は、高年 ・若年共に「木偏J(キへ

亨)r手帳J(テチョ百)r茶会J(チャカ平)のように/低低高/型が最も多い。例外
としては「手配Jr絵本Jr手本」等があり、高年 ・若年共に/高低低/型で発話され
ている。

後部が漢字2文字の場合については、「茶風炉Jr茶菓子Jr酢味噌」等、先行単語
が影響を及ぼしているようであるが、単語数が少ないため明確なことはわからない。

上記のように漢字2拍単語が後続する場合においても先行単語の高起・低起によっ

て複合語の高起 ・低起も定まる傾向があ

るが、若年においてはアクセントのゆれ

がみられ、/低低高/型が目立っている。

また、後部が和語名詞の場合に比べると

アクセント型の安定度はやや低くなり、

乙の傾向は若年の場合に顕著である。

表8 後続単語が漢字音2拍語の場合
一実数

ド三
¥後続 ・・ ・口 口・ 会警+

託行高年著年 高年若年

• 845 1b2S 9 

19 48 21 59 

9 1 3 2 13 3 
@ 。1 日日 。1

10 10 3 0 13 10 
17 24 o 4 19 31 

8 7 1 4 11 12 
@ 17 15 2 2 19 18 

7 3 日日 7 3 
52 59 12 9 92 96 

合計 ¥.8 '8 252252 21 21 321 321 

3-3.後続単語が3拍語及び4拍

語の場合

表9は後続単語が和語名詞3拍語の、

4拍名詞のアクセント型を先行単語、後

表9 後続単語が和語名詞3拍語の場合

哩告語のアクセント

・→・・・・、.，~・・・0、・2司・・ 00. Ch司・00口、
O.→0・00、0，→00・0、0→000・

先行語と
唖、猛告章Z富

寝 室ま 若年

桂続語 ST AM F 同M AU 

.+・・・ 戸車 .:.1 .:.1 .:.1 • 0:.1 0:.1 

子気掛Z身E心勝包宝手

.， .， .:. .z .z 0:.1 

. .置 .. 0， 02 02 
.+・00 • .z .a ..・ O.

.2 .Z .:.1 .2 O2 Oa 

.2 .i! O::r 。置 O2 02 
• 0置 O. 02 02 02 

0+0.。
血子刀且車1 ・・2E '.za ..2 2 02 0:.1 02 .+00・ O. 0置。置
(.1 子狙〉

()+・・・ 名所
葉直 .2 .2 02 I 02 0:1 02 

官Z O. ・:.1 .3 I 02 O2 02 ⑥+・00 .3 .1 _2 I 02 02 02 
主日盟現 .2 .a 02 I 02 ・ O.

<<>+00・ .2 .z 02 I Oa 0置 O.

<H・・・
野 0:.1 02 02 I 0置 ・ O. 
手 0:.1 O:r 02 I .2 .， .畠
手也土産 ・.， .2 I 0:.1 02 0:.1 ..，. ..・ 0:.1 02 02 
{本2 手仕寧野五目印茶羽Ii茶断固所)

⑨+・00 茶柱時 O. 0語。= O. 0量 O.

手睦手字手掛惨袋枕心H

O. ・. O. 02 02 02 
o O. 0 02 02 02 
o 02 Oa 0:.1 02 Oa 
O. ・量 0， 。， 0量 0，
02 .2 Oz O. O. O. 

火性 .2 O::r 02 02 02 02 
桔醤 Oa .Z .2 02 O:r 0:.1 
手心 .ー・.. .2 0:1 Oa 
(時ま話時目頭目唱、問茶ぶくさ〉

(J +O・ol~剖掴同 枕0)2 02 Ga 1 02 Oe Oa 
相菓 02 0， 0， I 0量 O2 02 
木E ・ O. .色 O. O. O. 
目藁 ・2苫告。.，・ 02 02 02 
.5 掴木

()+OO・ 田(且柑茶!.r.o..." 02 02 I 02 0:.1 02 
Lー (柿野兎)
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続単語のアクセント型の組合 表10 後続単語が和語名詞3拍語の場合一実数ー
せ別に示したものである。左

には先行単語が高起の/高平

/型及ぴ/下降/型を、右に

は低起の/上昇/型を配列し、

6名のアクセント型の組合わ

せが同ーの場合は前表と同様

本印を付して表の下部に語例

を示した。それぞのれアクセ

ント型の組合せによる単語数

の少ないのが問題であるが、

高年においては高起 ・低起の

分類はかなり明確である。しかし若年に

おいては白丸が目立ち、ほとんどが低起 表11 後続単語が漢字音3拍語の場合

で発話きれ/低高低/型となっているこ

とがわかる。

高年では後続単語のアクセント型に関

係なく先行単語が高起の/高平/型と/

下降/型の場合は「戸車J(トグルマ)

「気心J(キゴコロ)i子鼠J(コネズミ)

のように/高高低低/型に、低起の/上

昇/型が先行する場合は「手車J (テグ

ルマ)i茶柱J(チャパシラ)i回鼠J(タ

玄ズミ)のように/低高低低/型になる

傾向がある。しかし、若年においては後

続単語、先行単語の如何にかかわらず/

低高低低/型に統合されるという傾向が

ある。

表10にはζれらの発話を型別に数値で 表12 後続単語が4拍語の場合

示し、先行単語 ・後続単語のアクセント

型と複合語のアクセントの関係を見易く

した。

表111ζは、後続単語が漢字2文字3拍

語の、4拍語名詞のアクセント型を示し

た。単語数が少ないため明確な乙とは言

えないが、後続単語が和語名詞の場合と

ほぼ同ーの傾向が見られる。つまり、高

年においては多少の例外はあるものの、
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表13-1後続単語が動詞連用形 (2拍語)
の場合

複合語のアクセント
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表13-2後続単語が動詞連用形 (2拍語)
の場合
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表13-3後続単語が動調連用形 (3拍語)
の場合
裡合語のアクセント
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先行単語が高起である/高平/型と/下降/型の場合は 「胃下垂J(ィ 11スイ)を除

ぞいて「身支度J(ミジタク)r気苦労J(平すロウ)r日時計J(t:ドケイ)のように

/高高低低/型に、先行単語が低起である/上昇/型の場合は 「手文庫J(テヲンコ)

「絵双紙J(エヲウシ)r絵日記J(エ言ッキ)のように/低高低低/型となる。
高年齢層においては先行単語の高起 ・低起の別が複合語に影響を及ぼし、アクセン

ト型は/高高低低/型、/低高低低/型となるが、若年齢層においては/低高低低/

に統合される。

表12は、後続単語が4拍語名詞のアクセント型を示したものである。単語数が少な
いため明確なζとはいえないが、乙れを見ると高年では先行単語が/高平/型である

「子沢山」は、(コダクサン)と複合語も高起であるが、同じ高起の下降型である「胃か

いようJr胃拡張Jr胃けいれん」はすべて低起の/低高低低低/型となっている。乙
れらは、いずれも「胃」が先行しており、先にも「胃」が先行する場合は低起であっ

たから、もし他の単語が先行する例があれば、その場合は高起であった可能性もあろ

う。若年ではほとんどが/低高低低低/裂である。

3-4.後続単語が動調、及び形容詞の場合

表13は後続単語が動詞連用形2拍語、及び3拍語の、複合名詞のアクセント型を先
行単語 ・後続単語のアクセント型の組合せ別に示したものである。

後続単語が2拍語の場合は明らかに特徴がある。 表13-1の先行単語が高起の/高

平/型と/下降/型の場合は、「気乗りJ(平/，))r値上げJ(玄亨ゲ)のように/高
高高/型になる傾向がある。 表13-2の、先行単語が低起の/上昇/型の場合は、
「手刷りJ(テズ万)r茶漬けJ(チャヅ亨)r木彫りJ(キボ万)1-手編みJ(テア王)の

ように、全体に低起の/低低高/型になる傾向がある。また「田植えJ(タ亨エ)r茶
飲みJ(チャ ノミ)等、/低高低/型も見られる。例外としては、「手入れJ(デイレ)

「目当てJ(メアテ)等がある。またあまり用いることのない「火取りJr火保ちJr根

引き」は先行単語が高起である「日取りJr日持ちJr値引き」の影響からそれぞれ
(ヒドリ)(ヒモチ)(ネピキ)のように/高高高/型で発話される傾向がある。しか

し、全体に見て後続単語がアクセント型に与える影響は見られないが、先行単語の高

起 ・低起が複合語の高起 ・低起に影響を与えることがわかる。

表13-3の後続単語が3拍語の場合は高年・若年で違いが見られる。高年において

は、先行単語が高起の/高平/型、及ぴ、/下降/型の場合は、「身動きJ(王百ゴキ)

「身振いJ(ミプルイ)のように/高高低低/型になる傾向がある。 先行単語が低起

の/上昇/型の場合は、「絵捜しJ(エサガシ)r木登りJ(キノボリ)のように、全体
tζ低起の/低高低低/型が多い。しかし、若年では先行単語の高起 ・低起に関係なく

「巣離れJ(スパナレ)r歯ぎしりJ(ハギシリ)r目隠しJ(メ カクシ)のように/低

高低低/型に統合される傾向がある。後続単語が動詞連用形の場合においても、後続

単語が名詞の場合と類似の傾向であることがわかる。
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後続単語が形容詞 (3拍語と 4拍
語)の場合

縫合語のアク'Cント

.-...、&，司・・0、 。.~・ 00
0，司0・0、。吋C、a・
0司。00。

先行 l鴻，J~M-~n十'rJAJ
3担語〉
軍長傘110 0 0 1 0 
"忽 10 0 0 1・
2E柑Ig・0 1 0 
10 ・o 1・

子罵し 102 e2 .2 I • 
(本1 lK軽柄皇.身近) (目身喧}

色箔 10 0 01000  
毛黛し同 I02 02 02 I 02 02 02 
日永 10 ・・10 ・‘ 。
〈拍畠祭し〉

手軽糾 1000 1000
手s 1000 10 . 。
目録し柑 10き 02 02 I 02 02 O2 
{判手璃手荒手近手聴手早尾長.哩;O;，哩課，目耳目安)
(両絵無し.喧無し手無し)

A抱語)・IlK短か
手短か

。

表141ζは、後続単語が形容詞の場合の

3拍語、4拍語名詞のそれぞれの話者の

発話を示した。高年 ・若年共に先行単語

の高起 ・低起に関係なく 3拍語名詞、4

拍語名詞共に「気長J(キナガ)I歯痛」

(ハイ タ)I手軽J(テガル)、及び「気短

かJ(キミジカ)I手短かJ(テミジカ)の

ように/低低高/、及び/低低低高/型

で発話される傾向のある ζとがわかる。

ただし、先行単語1拍語+1無しJの場合

は先行単語が/高平/型の「子無し」には

アクセントのゆれが見られるが、/下降

/型、/上昇/型は「歯無しJ(ハナシ)

「目無しJ(メ ナシ)のように/低高低/

型に発話される傾向がある。
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表15は、複合動詞のアクセント型を3

拍語から 5拍語について、それぞれの型

の組合せ別に示したものである。 ζの場

合も前の表と同様、同じのアクセント型

で発話されている単語が2個以上あった

場合はキ印を用いて各型の後に示した。

この表lとより複合動詞の場合は、3拍

語「名乗るJ(子/)，，) I湯鐙くJ(王万三子)

あるいは、4拍語「歯向うJ(ハムカウ)

「手伝うJ(テツダウ)、5拍語「身構える」

(ミガマエル)I手懐けるJ(テナズケル)

となる。つまり先行単語のアクセント型、

及び後続単語のアクセント型、拍数の如

何にかかわらず/高高高/型、/高高高

高/型、及び/高高高高高/型となる ζ

とがわかる。

表16は、複合形容詞のアクセント型に

ついて、複合動詞の場合と同様に、4拍

語と 6拍語について示したものである。
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乙の場合、先行単語のアクセント型に関

係なく 4拍語は「身軽いJ(ミガルイ)

「名高いJ(ナダカイ)i手荒いJ(テアラ

イ)となり、6拍語は「気忙しいJiキイ

ソガシイ)i目新しいJ(メアタラシイ)

となる。

表17は表15と表16の結果を数値で表わ

したものである。複合動詞のアクセント

は先行単語のアクセント型、及び後続単

語のアクセント型、拍数の如何にかかわ

らず、すべて/高高高/型、/高高高高

/、/高高高高高/型となる。また、複

表16 複合形容詞の場合

先行窟と
後眼目

(1量臨3拍語>.

・+・001身暗い事11・盆 .:r .2 I・， .左 .， 
1 (叫 軍強い.気早い.ll¥置い.身近い E不様い)

e>+・001名高い<21・:r el . 31 I・J .2 .:11 
1 (蛇 歯がゆい}

~+・00 l'手厚い同 1・.1.2 ea I.:r .:11 .2 
哩強い 1・a 02 O:t I・a 0， e<l 
復漂い l・a O2 O. I ・~ .2 .2 
手Eい l・:t.2 0， I・， .， .， 
手蝿ぃ ・.，.a .2 I・a02 .a 
〈拍手驚い，手術い手Eい手闘い、手強い手寧い
手酷い 目緩い.目出』買い〉

〈量踊 4拍語1
・+・・・oqll¥忙しい*4・. ・. ・. 1・. ・. ・.

I(剖 ll¥闘しい〉
~ + ・・・ 001目新しい崎 ・. ・. ・. 1・. ・. ・-

(*5 目柑しい)

表17 複合動詞 (上)と複合形容詞 (下)の場合一実数

合形容詞の場合は、先行単語のアクセント型に関係なく 、1拍語名詞+形容詞からな

る複合形容詞のアクセントは、近畿方言の形容詞のアクセント型である後部の 2拍が

低く発話される型となる。ただし、先行単語が低起の場合、複合動詞では「綬付く」

「根差すJi手馴れる」等、/低低高/型、/低低低高/型が見られ、 複合形容詞で

は「根強いJi根深い」等、/低高低低/型がわずかであるが見られる。これはいくら
か先行単語の低起と関係があるのかも しれないが単語数が少ないので明らかでない。

上記のように、複合動詞、複合形容詞は年歯告にかかわらず一定の型となるが、名詞

の場合には、先行単語の影響がある。しかし、これも若年齢層においては明らかに変

化を生じ先行する 1拍語の影響は減少する傾向が見られた。

乙の問題を、次には、助詞「の」が介在する結合語についてその型変化を音響的特

徴の上から検討する。
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5. 1拍語名詞+1のJ+1拍語名詞

例えば「木の葉Ji木の実Ji木の芽」等は助詞「の」が介在して 1単語を作ってい

る。 ζの種の結合名詞のアクセントは次のようである。

表181立高年・若年それぞれ

の発話について、高い拍は.

印、音調変化を伴う下降型は

⑥、低い拍はOで示したもの

である。先行単語が高起/高

平/型、/下降/型の場合は

結合語の場合も高起であると

いう点では共通であるが「日

の目J(ヒノメ)i歯の根J(ハ、¥
ノネ)のように l語としての

アクセントの統ーが見られな

いものもある。先行単語が低

起の場合は結合語も前者に比

べて低起の型が見られるが

表18 1拍語名調+の+1拍語名詞の場合

l一l先e行c一量認巌の箆・とーb京 A 

血のli¥-・0 ・・0 ・・0 -.・.・............. -の@島の毛 。..... ..0 
@の・曹のふ .00 00・00・ .00・00・00日の出.8. ... ... ••• ••• ••• @の@自の目 .0・・00・00 .00・・・・00歯の複

.0・・0・・00 .0・・0・・0・
@の・木の11:(100・00・00・ .00・00・00木@婁(J.0・・00・00 .00・00・00木の香 00・00. .0。00・・00 .0。主@雪E .00・00・00 0・0 ・00・00陸の且 &00・00・00 .00・00 .0。火の見 -・・・・・・00 ••• ••• ••• @の⑥実の翼翼、00(> 00(> 00(> 00・p・00・00木の 00(> 00⑥・0" .00・00・00

木の~o 00" ・0"・0" .00・00・00@の@フIcQ)Jf' .00・00・00 .00・00・00
木の芽".00・00・00 .00・00・00火の紛 .00・00・00 .00・00・00火の手 .00 ・00・・0 .00・00・00

「火の気J(ヒノケ)i絵の具J(ヱノグ)i火の手J(ヒノテ)等、/高低低/型に変化

したと見られる例が少なくない。若年齢層においてはとくにその傾向がはなはだしい。

ζれは単なる型変化だけでなく、自然な発話中の、 1拍語部分の持続時聞に関連のあ

る乙とに注目したい。

図1は例として高年齢者の一人FIのごく自然な発話による(1) i木の実」、(2) 
一一 、、

「木の葉J(3) i木の芽」と、文字を読んだ場合の (4)iキノミJ(5) iキノ ハ」

(6) iキノメ」 及ぴ(7)iコノハ」の、それぞれ上に広帯域、下に狭帯域のスペクト

ログラムを示したものである。上図は音質の時間的変化を示し、下図は基本周波数の
一一 、¥ ーー

時間的変化を示している。 (1)(2) (3)の「キノミJiキノ ハJiキノメ」では ki

の[i ]の部分 (2本の矢印が始端と終端の時点を示している)の持続時間が長く 、

乙れが高年齢者の自然な発話であり、近畿方言1拍語の特徴をそのまま示している。

高年齢層において、1拍語を先行拍とする単語のアクセントにおいて先行拍の高起、

低起の影響を比較的よく保持しているのは、複合語においでさえ観察されるこのよう

な1拍語の持続時間の長いことと無縁ではあるまい。

一方、同じ話者が文字を読んだ場合の (4)(5) (6) (7)は矢印の部分が示すよ

うに、第1母音の持続時聞が短い。若年齢層においては、自然な発話が、すでに、乙

ζlζ示した (4)~( 7)と同様、 第 1 母音が短い。 乙のことは、高年齢層の 1拍語を

長くする自然な発話が若年屈において短縮されていること、高年齢者の発話中にもそ

の変化の傾向が、文字を読んだ場合に表れる ζとを示している。 ζのような 1拍語の

持続時間の短縮の傾向は、高起、低起の別を不安定にし、アクセント型を不安定にす

る要因となろう。(7 )の場合は複合語としての結合の度合いが張く、 コノハのように
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(4) r木の実J (キノミ) (5) r木の葉J (キノλ)

図1 高年齢者の自然な発話 (l)i木の実J(2)i木の葉J(3)i木の芽」と

文字を読んだ場合 (4)i木の実J(5)i木の葉J(6)i木の芽J(7)i木の葉」

の広帯域(上)及び狭帯域(下)スベクトログラム
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アクセントも/高低低/型へと変化する例である。若年齢層においては、表181ζ見ら

れるようにほとんどの単語がζの型となっており、近畿1拍語の持つ特徴が希薄にな

っている乙とを示している。

6.むすび

大阪市の高年齢者3名、若年齢者3名の発語について、 1拍語を先行語とする複合

語のアクセントの特徴と変化の傾向を明かにした。

従来、 1拍語を先行語とする場合には複合語規則は当てはまらないとされていたが、

乙の稿では、先行拍の高起、低起が複合語の高起、低起を決定する傾向がある ζと、

後続単語のアクセントは影響がほとんどないこと、若年齢層においては、高起、低起

の別なく 3拍語では/低低高/又は/低高低/型、 4拍語では/低高低低/型に統合

される傾向のある ζとを明かにした。/低高低低/型については東京方言でも増加す

る傾向があるが、 ζ乙で述べた例はアクセントの東京化というよりも、始め上昇し続

いて下降する声の自然の盛衰に伴う発話のし易きへの変化であり、その結果、両者が

一致すると見るべきものであろう。

若い世代では 1拍語の持続時聞が短縮される傾向があり、乙れも先行1拍語の影響

を少なくする原因の 1つである乙とを、結合語の例によって示した。近畿方言の若年

齢屈における変化の特徴については特殊拍を持つ単語のアクセントを例としてすでに

指摘したと ζろである聞が、 1拍語を先行語とする複合語においても明かに変化して

おり、長い歴史を保つ近畿方言が重要な危機にある乙とを示している。

乙の稿の資料は中納が盤理し、論文は杉藤がまとめたものである。
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